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素敵なスポットが

いっぱい !

豊かな海の幸と歴史

    ロマンに彩られた島

鳥羽港から北東約 2.5ｋｍの沖合に浮かぶ、東西約6ｋｍ、

南北約 1.5ｋｍにわたる伊勢湾最大の島。北東側に答志、

南東側に和具、北西側に桃取と 3 つの集落があり、約

2,000 人が暮らしています。海上安全や大漁を祈願する祭

りや寝屋子制度など古くからの慣習も色濃く受け継がれて

います。縄文時代や弥生時代の遺跡のほか、戦国時代

に活躍した九鬼水軍の将・九鬼嘉隆にまつわる史跡も残っ

ています。新鮮で豊富な海の幸や周りの島々が織りなす

海の風景、歴史ロマン、漁村の伝統文化と、多彩な魅力

に溢れています。
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桃取のまちなみ
古い木造の家並みに雑貨店が
点在する懐かしい風景。

西湖の井戸
どんな日照りが続いても
涸れたことがないと言わ
れる神聖な井戸。

岩屋山古墳

蟹穴古墳 大間の浜
ここから望む朝日の眺望
も島遺産に。

血洗い池
自刃した九鬼嘉隆の首をは
ねた刀を洗ったと伝わる。

迷路のように入り組む
路地で、じんじろ車や
　　　が書かれた戸板をみ
ることができる。
八

尾根筋を歩くので
太平洋などの眺望
がよい。

富士見展望台
神島や伊良湖岬などを一望。
冬の朝には富士山が見えることも。

桃寿橋
港をまたぐアーチ状の橋。
橋の上からは港の風景がよく
見晴らせる。

桃取

答志

和具

答志島スカイライン
山と海に囲まれた
6ｋｍのスカイライン

椿公園

市営定期船
のりば（桃取）wc

wc

wc

桃源寺
江戸時代に再建された本
堂が立派。古くから桃取
の人々の信仰を集めてき
た曹洞宗の寺。

八幡神社(桃取)
集落内の高台にあり、桃取
のまちなみが見晴らせる。
五月の御棚祭や、弓引き神
事など歴史ある祭りが行わ
れる。

サンビーチ桃取
内海のやさしい風景が広がる。
夕方はベンチに座って夕日を眺
めるのがおすすめ。
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市営定期船
のりば（和具）

市営定期船
のりば（答志）

八幡神社(答志 )
答志漁港と答志東漁港の間に
ある岬から赤い橋を渡る。

九鬼嘉隆の首塚
自ら築城した鳥羽城を望む築
上山の山頂に、息子の守隆に
よって建てられた。

大答志海水浴場
(白浜海水浴場)
答志の海水浴場。ここから
望む神島の眺望も島遺産に。

本誓寺
古くから答志の人びとに信
仰されていた浄土宗の寺。

九鬼嘉隆の胴塚
九鬼嘉隆の胴部を葬っ
た墓で、五輪塔が建て
られている。

八幡神社（和具）
和具の海の神様を祀る。

海女小屋
海女たちが漁の前後
に体を休めたりする。

和具漁港

答志漁港

美多羅志神社
答志と和具地区の氏神。
龍の形をした樹が境内
にあり、「龍神さん」と
呼ばれている。島の母ちゃん達が島の文化や暮らしを伝え

るツアーや海女さんとお話ししながら地元
で獲れた魚介類を食べることができる海女
小屋などの体験メニューが豊富です。

旧桃取小学校

答志・和具へ→

漁協桃取町支所

桃取コミュニティセンター
市役所桃取連絡所

和具サンシャイン
ビーチ海水浴場

開設期間中
使用可

答志
小学校

じんじの舞台 市役所
答志連絡所

潮音寺

島の旅社

答志島ブルーフィールド

〒

〒
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答志島
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桃こまち（牡蠣）
ミネラルを含む川の水が
流れ込む島付近の海は栄
養が豊富。とくに波穏や
かな桃取の海で育つ「桃こまち」は１年物でも食べごた
えのある大きさに成長し、甘みが強いのが特徴。

和具地域の漁港付近では、２月
から４月にかけて島の特産品で
ある塩ワカメを作る風景を目に
することができます。並んだ数
十基の専用釡からは、もうもう
と湯気が立ち上り、辺りは潮の
香りに包まれます。

八幡祭
島の八幡神社の例大祭で、「八幡
さん」、「神祭」と呼ばれる祭り。
祭りの要である弓引き神事では、
若者たちが担ぐ「お的」の墨を
島人が奪い合い、その墨で家の
戸口や船に八幡神社の神紋であ
る　 を描き、大漁満足や家内安
全を祈願します。

塩ワカメづくり
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　（0599）37-3339お問い合わせ先


